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適
に
走
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テ
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◉グリーンスローモビリティ実証実験
　町は、11月に深倉地域と英彦山地域でグリーンスローモビリ
ティの実証実験を行いました。グリーンスローモビリティは時
速20㎞未満で公道を走行する電気自動車です。深倉地域では11
月６日、10日、13日の３日間、彦三公民館と深倉バス停をつな
ぎ、英彦山地域では11月15日、21日、22日、23日に別所駐車場
～スロープカー幸駅間を運行しました。今回のアンケート調査
の結果などをもとに、導入可否について検討していきます。
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目
指
し
て

特別養護老人ホームそえだ　×　養護老人ホーム錦風荘

　

本
町
の
社
会
福
祉
な
ど
の
施
設
は
、

時
代
と
町
民
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
設
置
・
運
営
さ
れ
、
今
日
ま
で
町
民

の
生
活
と
福
祉
を
支
え
る
貴
重
な
社
会

資
源
と
し
て
、
そ
の
役
割
と
機
能
を
発

揮
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
増

大
、
多
様
化
、
高
度
化
と
社
会
経
済
の

変
化
に
伴
い
、
社
会
福
祉
施
設
と
し
て

の
あ
り
方
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
社
会
福

祉
の
あ
り
方
も
、
特
定
の
要
援
護
者
の

公
的
救
済
を
目
的
と
し
た
従
来
の
社
会

福
祉
か
ら
、
個
人
の
尊
厳
を
尊
重
し
、

住
民
の
自
立
し
た
生
活
と
社
会
参
加
を

協
働
で
支
援
す
る
社
会
福
祉
へ
と
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従
来
の
施

設
中
心
の
施
策
か
ら
、
利
用
者
が
家
庭

や
住
み
な
れ
た
地
域
の
中
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
地
域
生
活
支
援
の

施
策
へ
と
転
換
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
社
会
福
祉
事
業
は
、
行
政
の

ほ
か
社
会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
多
様
な
主
体
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
お

り
、
民
間
の
実
施
主
体
に
お
い
て
は
、

施
設
の
運
営
や
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
、
全
体

と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
行
政

の
役
割
は
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
直
接

提
供
す
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
が
安
心

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
、
地

域
で
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
基
盤
整
備
、

利
用
者
の
権
利
擁
護
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
な
ど
の
仕
組
み
を
整
え
る

方
向
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
か
ら
の
構
造
改
革
、
規
制

緩
和
の
流
れ
を
背
景
に
、
行
政
と
民
間

の
役
割
分
担
の
見
直
し
が
基
調
と
な
り

「
民
間
で
で
き
る
も
の
は
民
間
に
委
ね

る
」
と
す
る
考
え
方
に
基
づ
き
、
現
在

の
公
立
の
既
設
施
設
に
も
民
間
参
入
が

拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
全
国
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
は
、現
在
、

設
置
者
の
９
割
以
上
を
社
会
福
祉
法
人

が
占
め
、
公
立
は
１
割
も
満
た
な
い
こ

と
か
ら
、
行
政
は
そ
の
役
割
を
終
え
た

と
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
町
の
社
会
福
祉
な
ど
の
施
設
は
、

平
成
18
年
度
か
ら
多
様
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
に
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
対

応
す
る
た
め
、
公
の
施
設
の
管
理
に
民

間
の
能
力
を
活
用
し
つ
つ
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
経
費

節
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る「
指

定
管
理
者
制
度
」に
よ
る
運
営
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
に

つ
い
て
は
指
定
期
間
が
設
定
さ
れ
て
お

り
、
条
件
に
よ
っ
て
は
事
業
者
の
変
更

も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
人
材
の
安
定
的
な
確
保
や
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
建
て
替
え
な
ど
将

来
に
わ
た
っ
て
多
大
な
経
費
が
必
要
と

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
は
昨
年
度
、
添
田
町
社
会
福
祉

施
設
等
改
革
推
進
会
議
を
設
置
し
、
有

識
者
か
ら
の
意
見
を
聴
取
。
そ
の
意
見

を
参
考
に
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
よ
り

効
率
的
な
事
業
の
運
営
を
図
り
、
公
と

民
の
役
割
分
担
を
考
慮
し
、
民
間
活
力

の
導
入
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
は
単
体
で
は

な
く
、
複
合
的

な
グ
ル
ー
プ
経

営
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
く
、
弾
力
的
な
職
員

採
用
や
人
事
管
理
に
よ
る
職
員
資
質
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
年

培
っ
て
き
た
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
、
専
門
的
な
知
識
、

技
術
を
有
す
る
職
員
の
配
置
な
ど
に
よ

り
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
な
向
上
が
図

ら
れ
、
入
所
者
や
家
族
に
と
っ
て
計
り

知
れ
な
い
安
心
感
、
充
実
感
を
得
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
」と「
養
護
老
人
ホ

ー
ム
錦
風
荘
」の
高
齢
者
入
所
施
設
は
、
こ
れ
ま
で

運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
将
来
に
わ
た
り
、
責
任
を
持
っ
て

維
持
・
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
専
門
的
な
知
識
や
高

度
な
技
術
を
有
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
こ
と
が

適
切
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
制
度
の
改
革

個
人
の
尊
厳
を
尊
重
し
、

地
域
で
自
立
す
る
生
活
支
援
へ

進
む
規
制
緩
和
と
構
造
改
革

限
り
あ
る
財
源
を
活
用
し
、

効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て

◉高齢者入所施設の３か年の収支状況
◎特別養護老人ホームそえだ

①事業活動収入 ②事業活動支出 収支差額（①―②）

平成29年度 ２億307万円 １億9,425万円 882 万円

平成30年度 1億8,499万円 １億9,802万円 ▲1,303万円

令和元年度 1億8,532万円 1億9,847万円 ▲1,315万円

◎養護老人ホーム錦風荘
①事業活動収入 ②事業活動支出 収支差額（①―②）

平成29年度 6,598万円 6,735万円 ▲137 万円

平成30年度 6,824万円 6,779万円 45万円

令和元年度 6,680万円 6,879万円 ▲ 199万円

◉対象者の推移
　本町の高齢化率は平成30年度で 41.1％、令和２
年度には 43.2％、令和７年度には 46.5％と推
移する見込みです。特に65歳から74歳の前期
高齢者人口の増加が大きく、令和７年度ま
ではこの傾向が続くと見込まれています。

平成30年 令和元年 令和２年 令和７年（推計）

総人口 9,890人 9,642人 9,389人 8,204人
高齢者人口
（65歳以上）

4,061人 4,055人 4,058人 3,815人
41.1% 42.1% 43.2% 46.5%

前期高齢者
（65歳～74歳）

1,932人 1,950人 1,988人 1,582 人
19.5％ 20.2% 21.2% 19.3%

後期高齢者
（75歳以上）

2,129人 2,105人 2,070人 2,233人
21.5% 21.8% 22.0% 27.2%

◉要介護者等の推移と見込み
　65歳以上の要介護認定者数については、平成30 度

は920人で高齢者全体の 22.7％、令和元年
度は 895 人で 22.1％と減少傾向

で推移していますが、今後の推
計では、令和７年度に 861 人で
22.6％と推移する見込みです。

平成30年 令和元年 令和２年 令和７年
（推計）

高齢者人口
（65歳以上） 4,061人 4,055人 4,058人 3,815人

 要支援・ 要介護
 認定者数（率）

920人 895人 861人 861人

22.7％ 22.1% 21.2% 22.6%

問 保健福祉環境課福祉・高齢者支援係（☎82-1232）

高
齢
者
入
所
施
設
を
民
営
化
し
ま
す

「
効
率
的
な
事
業
運
営
」と

「
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」を
目
指
し
て

資料／福岡県介護保険広域連合推計 資料／住民登録基本台帳実績　福岡県介護保険広域連合推計

教
え
て
！

　

民
営
化
っ
て
な
に
？

　
民
営
化
と
は
、
公
立
か
ら
公

募
に
よ
り
選
定
し
た
民
間
事
業

者（
社
会
福
祉
法
人
）に
施
設
と

そ
の
運
営
を
移
譲
す
る
こ
と
で

す
。
社
会
福
祉
法
人
と
は
、
社

会
福
祉
事
業
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
に
基

づ
き
設
立
さ
れ
た
法
人
で
公
共

性
が
極
め
て
高
く
営
利
を
目
的

と
し
な
い
民
間
の
法
人
で
す
。

高
齢
者
入
所
施
設
の

民
営
化
っ
て
な
に
？

　

な
ぜ
、
民
営
化
し
な
く
て
は

　

な
ら
な
い
の
？

　
高
齢
者
入
所
施
設
は
、
重
要

な
施
設
で
あ
り
、
事
業
の
効
率

的
か
つ
安
定
的
な
継
続
と
充
実

を
目
指
し
、
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
良
好
な
施
設

の
運
営
実
績
を
有
す
る
社
会
福

祉
法
人
へ
の
移
譲
に
よ
る
民
営

化
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
移
譲
後
も
施
設
サ
ー
ビ
ス

が
維
持
・
向
上
さ
れ
る
よ
う
、

町
と
し
て
も
移
譲
先
法
人
に
対

し
て
助
言
・
指
導
を
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
町
と
移
譲
先
法

人
が
公
平
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
本
町
の
福
祉
の
向
上
を
目

指
し
、
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

民
間
に
な
っ
た
ら
、
入
所
者

　

の
処
遇
は
悪
く
な
ら
な
い
？

　
基
本
的
な
介
護
や
援
助
内
容

な
ど
に
つ
い
て
は
、
公
立
も
民

間
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
援
助
内
容
や
職
員
配
置
、
施

設
に
関
す
る
こ
と
は
、
公
立
も

民
間
も
法
律
や
設
備
・
運
営
に

関
す
る
基
準
、
条
例
な
ど

に
基
づ
き
介
護
や

援
助
を
実
施
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
基
本
的
な
内
容
な

ど
に
つ
い
て
は
、
公
立

も
民
間
も
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。

ＱＡＱＡＱＡ

「
民
間
で
で
き
る
も
の
は
民
間
へ
」

社
会
福
祉
法
人
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と

専
門
的
知
識
と
技
術
を
活
か
し
て

▶特別養護老人ホームそえだ
　特別養護老人ホームが設置され始めた
昭和40年代は高度経済成長期と重なり、高
齢者人口の増加による老人福祉施設建設
の要望が高まり始めた時期で設置者の多
くが公立でした。その後、昭和50年代から
平成の初めにかけ全国的に特別養護老人
ホームが増設。設置者は社会福祉法人へと
シフトされていきました。町でも、昭和59
年に町内初となる特別養護老人ホームが民
間により開設。その後、高齢化や核家族化
が進行しましたが民設の増加がない状況で
した。そこで、町では平成９年に町立の特
別養護老人ホームそえだを開設しました。
▶養護老人ホーム錦風荘
　養護老人ホームは、旧生活保護法時代の
保護施設、現行生活保護法の養老施設と
して時代の流れとともに位置づけを変え、
昭和38年には老人福祉法に基づく位置づけ
になりましまた。町では昭和31年に大字野
田に開設。平成17年には旧添田町立病院施
設を改修して現在の施設に移設しました。

町の高齢者入所施設のこれまで

な
ぜ
？



手当（主なもの） 内容及び支給単価 国の制度

扶養手当
　配偶者6,500円　子10,000円
　その他の扶養親族6,500円
　16歳から22歳までの子１人5,000円加算

同左

住居手当

　【貸家貸間】16,000円を超える部分最高28,000円
　※令和２年４月１日改正より減額になるものについて令　
　 　和５年度まで経過措置あり
　【自宅】新築または購入、かつ世帯主５年間月額2,500
　　　　円→令和２年４月１日改正廃止
　※令和２年４月１日の前日に支給していた職員は、令和６
　　年度までの経過措置あり

国の制度では経過措置
なし

自宅に係る手当もなし

通勤手当 　交通機関利用者全額支給55,000円限度
　自家用車利用者２㎞以上2,000円～31,600円 同左

管理職手当 　監督管理職にあるもの　給与月額の15/100以内 官職に応じ定額支給

宿日直手当 　一般の宿日直日額4,400円　常直月額22,000円 同左

期末手当 　2.60月分（再任用については1.45月分） 同左

勤勉手当 　1.90月分（再任用については0.9月分） 同左

時間外勤務手当 　正規の勤務時間以外に勤務した職員に対して支給

３　職員の勤務時間その他勤務条件の状況

年 度　 平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

平成
31年度

令和
２年度

過去 5 年間の
増減数と率（％）　部 門

一般行政 110 105 103 102 103 104 △６  △ 5.8％
教育 20 22 23 23 23 20 　０ ０％
消防 ― ― ― ― ― ― ― ―

普通会計 130 127 126 125 126 124 △６ △ 4.8%
公営企業等会計 15 15 16 16 16 17 　２    11.8%

計 148 142 142 141 142 141 △４  △ 2.8%

職員数
区分

20歳
未満

20歳
～

23歳

24歳
～

27歳

28歳
～

31歳

32歳
～

35歳

36歳
～

39歳

40歳
～

43歳

44歳
～

47歳

48歳
～

51歳

52歳
～

55歳

56歳
～

59歳
60歳
以上

計

平成31年度 ０ ５ ４ 22 30 12 14 16 14 14 11 ０ 142
令和２年度 ０ ６ ５ 21 30 12 14 15 14 14 10 ０ 141

（２）職員数の推移

職員数
（A）

給与費

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

126人 ４億
7,372万円

5,871万
８千円

１億9,022万
３千円

７億2,265万
８千円

【参考】一人当たり給与費（Ｂ／Ａ）　564万６千円

※１　職員手当には退職手当及び児童手当を含まない。
　２　職員数は、平成31年４月１日現在の人数である。
　３　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職
　　員（短時間勤務））の給与費が含まれており、職員数に
　　は当該職員を含んでいない（平成31年度については、任
　　期付短時間勤務職員は４人）

（３）年齢別職員構成の状況（各年４月１日現在）

※各年における定員管理調査において報告した部門別職員数

添
田
町

人
事
行
政
の

　
運
営
状
況

２　職員の給与の状況

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
添田町 40.1歳 297,506円 329,360円

※１　「平均給料月額」とは、令和２年４月１日現在における
　　職員の基本給の平均である。
　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶
　　養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべ
　　ての諸手当の額を合計したもの。

区　分 添田町 国

一般行政職
大学卒 182,200円 182,200円
高校卒 150,600円 150,600円

（２）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
（令和２年４月１日）

（３）職員の初任給の状況（令和２年４月１日）

（４）職員の手当の状況（令和２年４月１日現在）

始業時間 終業時間 休息時間 １週間の勤務時間
８時30分 17時15分 12時～13時 38時間45分

※　職場などにより上記と異なる場合がある。

休暇の種類（主なもの） 休暇の期間
年次有給休暇 年20日

病気休暇  結核性疾患の場合、１年以内
 その他の疾病の場合、90日以内

特
別
休
暇

職員の結婚休暇  連続する５日の範囲内

産前・産後休暇  産前６週間（多児妊娠の場合は14週間）
 産後８週間

妻の出産休暇  ２日の範囲内
子の看護休暇  １の年において５日の範囲内

忌引  親族に応じ１日から７日の範囲内

夏季休暇  １の年の６月から10月までの期間に 
 ５日の範囲内

（１）勤務時間

１　職員の任免及び職員数に関する状況

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度
任免
採用者数 ８ ３ １ １ ３ ６
退職者数 ６ ４ １ １ ４ ５

（１）職員の任免状況

（１）職員給与費の状況（平成31年度普通会計決算）

（５）特別職の報酬等の状況
（令和２年４月１日）　

（２）休暇

６　職員の服務の状況

区　分 内　容 違反者
法令等及び上司の職務上の命令に従う義務 法令に従い、かつ、上司の職務命令に従わなければならない ０
信用失墜行為の禁止 職の信用を傷つけ、又は職の不名誉になるような行為をしてはならない ０
秘密を守る義務 職務上知り得た秘密を漏らしてはならない ０
職務に専念する義務 勤務時間中、職務にのみ専念しなければならない ０
政治的行為の制限 政治的活動をしてはならない ０
争議行為等の禁止 ストライキ等をしてはならない ０
営利事業等の従事制限 営利を目的とする私企業を営み、又は役員等になり報酬を得てはならない ０

７　職員の研修の状況（平成31年度）

研修内容 受講者数

派遣研修（民間企業などへの派遣研修） ８人

福岡県市町村職員研修所研修 延　63 人

一般研修
（人事評価研修など） 延 165 人

人権・同和研修
（田川地区自治体職員研修など） 延 184 人

８　職員の福祉と利益の保護の状況（平成31年度）

内　容 受診者数
職員の定期健康診断 143 人
職員の定期歯科検診 83 人

（１）職員の健康診断の状況

（2）公平委員会からの勧告に基づく勤務条件などの
　是正勧告

内　容 該当者数
勤務条件 0件
不利益処分 0件

　添田町人事行政の運営等の
状況の公表に関する条例に基
づき、町の人事行政の運営状
況をお知らせします。

問役場総務課総務係（☎82-1231）

区　分 給料月額等 期末手当

給
料

町　長 762,000円 2.60月分

副町長 611,000円 2.60月分

報
酬

議　長 304,000円 2.60月分

副議長 269,000円 2.60月分

議　員 248,000円

５　職員の退職管理の状況

４　職員の分限及び懲戒処分の状況

内　容 降　任 免　職 休　職 降　級

分限処分者数 ― ― ２人
（傷病等） ―

懲戒処分者数 ― ― ― ―

退職者数 管理職職員 管理職以外 合　計

退職者数 ０人 ３人 ３人

職員の退職状況（平成31年４月１日～令和２年3月31日）

平成31年４月１日～令和２年3月31日

再就職先 公益法人等 非営利団体 営利団体 その他

再就職者数 ０人 ０人 ０人 ０人

退職時に管理職にあった者についての公益法人等外部
組織に再就職した状況

９　職員の人事評価の状況

　職員一人ひとりの能力を引き出し、育て、活かして、
住民から期待され信頼される職員に成長すること、およ
び職場のコミュニケーションの円滑化を図り、組織の活
性化を図るため人事評価を実施しています。

（１）評価の種類
【業績評価】
①期初に設定した目標の達成度を期末に評価

【行動評価】
①成績評価：仕事の正確さや迅速性について評価
②能力評価：職責を果たすうえで発揮された能力につい
　　　　　　て評価

③態度評価：仕事に対する取り組み姿勢を評価
（２）対象者
　休職などの事由がある者は除き一般職の全職員
○昇給への人事評価の活用状況

【平成31年４月２日から令和２年４月１日までにおける運用】
人事評価を活用していない／令和４年３月末までに活用
予定
○勤勉手当への勤務成績の反映状況（一般職）

【平成31年度中における運用】
人事評価を活用していない／令和３年３月末までに活用
予定

広報そえだ（令和２年 12 月号）　４

2.60月分

広報そえだ（令和２年 12 月号）　４

同左

５　広報そえだ（令和２年 12 月号）５　広報そえだ（令和２年 12 月号）
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INFORMATIONｗater水道課からのお知らせ

　　　　　◉凍結の対策をお願いします

　　　　　　　　寒さが厳しくなると、水道管
　　　　　　　の凍結や破損が予想されますの
　　　　　　　で、十分な予防・対策をお願い
　　　　　　　します。
◎屋外に露出している水道管を保温しましょう
　屋外に露出している水道
管は最も注意が必要です。
保温材やタオル、布などを
水道管に巻いて保温するこ
とで、凍結が起きにくくな
ります。
❶屋外に露出している水道
管に保温材を取り付ける　
❷屋外に露出している水道
管に厚手のタオル、布を巻
きつけて濡れないようにビ
ニール袋を巻き、その上か
らビニールテープを巻く
　翌朝の最低気温がマイナ
ス４度以下になると予想されるなど、冷え込み
が厳しくなるときは、浴槽などに少しずつ水を
出し続けるなど、水道管の凍結を防ぐ工夫をし
てください。
◎水道管が凍結して水が出ないときの対処法
　凍結した水道管が自然に溶けるのを待つか、
凍った水道管やじゃ口にタ
オルを巻きつけ、ぬるま湯
をかけてゆっくり溶かして
いきます。熱湯をかけたり、
凍ったじゃ口を無理にひね
ったりすると、破損する恐
れがあります。

大切な水を無駄にしないため
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口
座
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す

冷え込みが厳しくなるときは要注意

漏水の発見、対処に協力を

◉道路陥没などの2次被害の危険も

　水道管の漏水は、大切な水を無駄にしてしま
うだけでなく、道路陥没などの二次被害を引き
起こし、日常生活に影響を及ぼす危険がありま
す。宅内漏水も、地盤が緩み、家屋への負担に
なります。
◎こんな場合は漏水かも
▶数日間晴れているのに地面が濡れていたり、
　水たまりができていたりする
▶道路の舗装が浮いていたり、割れているとこ
　ろが湿ってブカブカしていたりする
▶普段、水が流れていない場所をきれいな水が
　流れている
▶水気のない場所で地面から水が湧いてきている
◎漏水を見つけたときの対処の仕方
　①道路や水道メーターより外側の水道管
　→役場水道課に連絡してください。水道課負
　　担で修理します
　②家の中など水道メーターより内側の水道管
　→添田町指定の給水装置工事事業者に修理を
　　依頼してください。修理費は自己負担です
　③町営住宅の水道設備
　→役場住環境整備課住宅管理係（☎82-1235）
　　に連絡してください

水
道
料
金
は
納
期
限
内
に
納
入
を

　　　　　　　問 役場水道課（☎82-5961）

水道課からのお知らせ

保
温
材

❶

厚
手
の

タ
オ
ル

❷

水道管の凍結・漏水の予防と対策

公　道

配水管

私有地

②自己負担で修理①水道課負担で修理

水道
メーター

INFORMATIONtax税のお知らせ税のお知らせ

　税金は医療や福祉、生活環境
の整備など、わたしたちの生
活を支えている大切な財源で
す。税金の滞納は、納期限
までに納付した人との間に不公平が生じるだけ
でなく、自治体の財政を圧迫するなど大きな影
響を及ぼします。納期限を過ぎても納付してい
ない人は、早急に納めてください。
◉税金を滞納すると
　督促や催告書が送付され、その納期限までに
納付されない場合は、滞納処分（差し押さえ）の
対象となります。納め忘れの税金が無いか、い
ま一度ご確認ください。新型コロナウイルス感
染症拡大に伴う、収入や売り上げの減少により、
税の納付が困難になった納税者（法人を含む）は、
早めに納税相談をしてください。
◉滞納処分（差し押さえ）は行政処分です
　滞納処分（差し押さえ）を受けると、融資の申
し込みや許認可などに支障を及ぼす場合があり
ますので、督促状や催告書の納期限までに必ず
納付してください。納付できない特別な事情が
あるときは、県税は田川県税事務所、町税は役
場住民課税務・滞納対策係へお早めにご相談く
ださい。
◉出張納税窓口が開設されます

▶とき　12月13日日　９時30分～16時
▶ところ　大任町　コミュニティセンター多目
　　　　　的ホール
▶内容　納付相談や滞納税の収納
※納付書をお持ちの方は当日持参してください。

コロナで事業収入が減少した中小事業者等の
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11月～12月は「県下一斉徴収強化月間」

税金の納め忘れはありませんか

固定資産税等を軽減措置します

　新型コロナウイルスの影響により事業収入が
減少している中小事業者等の令和３年度分の固
定資産税を軽減します。
▶対象者　令和２年２月から10月までの任意の
連続する３か月間の事業収入が、前年の同時期
の事業収入と比較して、30％以上減少している
中小事業者等（※1）
※１＝「中小事業者等」とは①資本金の額または
出資金の額が１億円以下の法人②資本または出
資を有しない法人のうち常時使用する従業員数
が 1,000人以下の法人③常時使用する従業員数
が1,000人以下の個人。ただし、資本金が１億
円以下でも対象とならない場合があります。
▶軽減割合　令和２年２月から10月までの任意
の連続する３か月間の売上高が前年の同時期と
比べて50％以上減少している場合は全額、
30％以上50％未満減少している場合は２分の１
▶対象資産　償却資産と事業用家屋
▶申請手続き　認定経営革新等支援機関等の認
定を受ける必要があるので令和３年２月１日月
までに令和３年度の償却資産申告書と一緒に役
場住民課税務・滞納対策係に提出してください。
※詳しくは、下記ホームページで確認、または
問い合わせください。

確
定
申
告
説
明
会

問 田川県税事務所収納課（☎42-9306）
　 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

↓
中
小
企
業
庁
Ｈ
Ｐ

↓
総
務
省
Ｈ
Ｐ

↓
添
田
町
Ｈ
Ｐ

　令和２年中（令和２年１月２日～12月31日）に家屋の新築、増築、取り壊しをし
た人は、添田町役場住民課税務・滞納対策係まで連絡をお願いします。法務局で
　　　　登記を行った人や、すでに報告済みの人は連絡不要です。



My Town Topics　問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。 まちの話題
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↑秋の行楽シーズン。歓遊舎ひこさんは大勢の買い物客で賑わっていました

　11月14日、彦山川の河川環境と景観を守ろうとボラン
ティアによる清掃作業が行われました。この取り組みは、
川づくりや地域づくりについて意見交換を行うため、岩
瀬・庄中・庄東・庄上・桜橋の各行政区によって昨年発
足した庄地区彦山川川づくり懇談会（林萌会長）によるも
ので、地域の皆さんや遠賀川河川事務所の職員、彦山川
工事業者、役場職員など約90人が参加。皆さんは２時間
ほどかけ、土器橋から岩瀬２号橋付近まで約１㎞にわた
り、堤防や河川敷の草刈りやゴミ拾いに汗を流しました。

庄地区彦山川川づくり懇談会

環境と景観を守るボランティア活動

↑彦山川左岸側の約１㎞にわたり、草を刈り、ゴミを拾うボランティアの皆さん

　行楽日和となった11月15日、今年で開館21周年目を迎
えた道の駅歓遊舎ひこさんでは、秋の大奉仕イベントが
開催され、大勢の買い物客で賑わいました。袋いっぱい
にニンジンやジャガイモ、玉ねぎ、ピーマン、みかんを
詰める野菜の詰め放題や、野菜や商品券などが当たる館
内で買った野菜の重さ当てクイズ、子どもに人気の型抜
きや輪投げなどのゲームも行われ、家族で秋の一日を満
喫する皆さん。前日の14日には、こどもわくわくパーク
で和太鼓たぎり（糸田町）の演奏が勇壮に披露されました。

歓遊舎ひこさん秋の大奉仕イベント

実りの秋、開館21周年に感謝を込めて ↓「お米ありがとう」。園児たちは届けられたお米を給食でいただきました

　聖光保育園の園児たちに添田町のおいしいお米を食べ
てもらおうと 600ｇの新米20袋が贈られました。このお
米は、添田町産のお米や野菜などの農産物をもっと多く
の人に知ってもらう取り組みや、地域産材による木育活
動などを行っている「居・食・住研究会」から贈られまし
た。園児たちは届けられたお米を手に大喜びの様子でし
た。「居・食・住研究会」では、12月12日㈯11時から平成
筑豊鉄道田川伊田駅のホーム内マルシェで先着50人に添
田町産のお米をプレゼントするイベントを行う予定です。

聖光保育園に新米届く

添田町産のおいしい新米ありがとう

↓参加者は「講師の思いが伝わり、大変ためになった」と感想を語っていました

　11月11日、オークホールで社員教育接遇マナー研究所
の俵純子さんを講師に迎え男女共同参画推進セミナーが
開催されました。今回は新型コロナウイルス感染症対策
のため、参加者の公募は行わずに添田町女性活躍推進バ
ンク登録者を対象に実施。「幸せの風景を探して」と題し
た講演で俵さんは、女性の生き方と働き方、女性の活躍
について語り、「人との出会いの中で“ありがとう”や“が
んばって”“ごめんなさい”などたった１秒の言葉で印象
が変わってくるので大切に」と笑顔で話していました。

男女共同参画推進セミナー

生き方、働き方。幸せの風景を探して

↓「サッカーを通じて友情を育み、世界に羽ばたいてほしい」と応援する寺西町長

　津野小学校の全校児童を対象に11月12日、人権教室が
行われました。人権擁護推進委員の皆さんから子どもの
権利として「生きる権利・育つ権利・守られる権利・参
加する権利」の４つの柱があると学んだ児童たち。さら
に新型コロナウイルス感染症に関連して差別や誹謗中傷
がないようにみんなが正しく知って、正しい行動を心が
けることが大切と説明を受けました。その後は校庭に出
て、自分たちで育てた人権の花であるヒマワリの種をつ
けた色とりどりの風船を青空へ向け一斉に飛ばしました。

津野小学校で人権学習

思いを込めた風船、空高く舞い飛ぶ

↑「差別がなくなりますように」と思いを込めて大空に風船を飛ばす児童たち

　添田中学校サッカー部が11月23日に福岡市で開催され
た新人戦福岡県大会に出場をしました。２年生６人、１
年生５人の11人で臨んだ今大会。交代選手がいない状況
でしたが、田川地区大会優勝、筑豊地区大会３位で県大
会出場を決めました。11月12日、県大会出場の報告に訪
れた添中イレブンに寺西町長は「ケガに注意して、町の
代表として頑張って」と激励。主将の古森幹都さん（２年
生）は「下級生を上級生がフォローし、持ち前のチームワ
ークで優勝を目指したい」と意気込みを語っていました。

添田中学校サッカー部

チームワーク発揮、11人で県大会出場

↑草刈り機を使い、前回から１年間でびっしりと伸びた雑草を刈っていました

　油木ダム周辺で 11月７日、油木ダムを美しくする会
（木本茂吉会長）によるダム周辺の除草、清掃活動が行
われました。例年、ダム下流域の北九州市や行橋市、企
業のボランティアなどが参加していましたが、今年は新
型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、地域住
民やシニアパワーアップ塾の皆さん、役場職員などボラ
ンティア約70人によって行われました。参加者は、鎌や
草刈り機を使いながら１年間で伸びきった雑草を刈った
り、不法投棄されたゴミを拾い集めたりしていました。

油木ダムを美しくする会

自然環境と美しい景観をいつまでも ↓学校でプロの芸術家から学ぶことのできる授業（❶津野小／❷❸中元寺小）

　10月から11月にかけて町内各小学校でNPO法人アー
トもんによる「プロに学ぼう！学校de芸術文化体験」が行
われました。11月５日は中元寺小学校３、４年生がひょ
うたん工房の三上真輝さんを講師にミニランタンづくり
に挑戦。和紙に蝋

ろう

で線画を書き、色を付けて完成させま
した。11月11日には津野小学校で全校児童や保護者が、
現代アーティストの冨永ボンドさんに教わりながら、べ
ニア板に絵を描き色と色の境を黒色絵の具を混ぜた木工
用ボンドで黒く縁取るボンドアートの授業を受けました。

プロに学ぼう！学校de芸術文化体験

さまざまな芸術に触れる機会を創出

❶

❷
❸



12月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY
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松崎 奈
ななか

那佳ちゃん 
12 月 21 日生 ❶・町二

◉
１
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

12
月
７
日
月
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
４
０
０
０
）

文
芸
歳
時
記

【
短
歌
　
投
稿
】

「
死
は
無
也
」と
石
原
氏
は
云
ふ
し
か
す
が
に

　
　

魂
の
世
は
あ
り
と
吾
は
信
じ
お
り　

仲
摩　

直
子

喝
采
で
贔
屓
の
力
士
勝
ち
名
乗
り

　
　
　
　
　

喜
び
増
す
は
湯
船
の
中
か　

櫻
木
マ
サ
子

な
き
友
の
さ
や
け
き
笑
み
が
待
つ
よ
う
だ

　
　
　

し
ぐ
れ
降
り
し
く
伊
丹
の
町
は　

独
活
山
強
実

簡
単
に
言
っ
て
く
れ
る
な
故
郷
を

　
　
　

捨
て
た
お
前
に
何
が
分
か
る
か　

佐
藤　
　

直

【
俳
句
　
投
稿
】

霜
月
の
風
で
落
ち
葉
が
舞
い
上
が
る　
　

寺
本　

紀
子

晩
秋
の
干
柿
の
れ
ん
季
節
の
美　
　
　
　

岩
田　

京
子

あ
し
び
き
の
峰
が
お
り
な
す
冬
紅
葉　
　

伊
勢
村　

稔

雲
の
峰
ま
に
ま
に
崩
れ
ゆ
く
高
さ　
　
　

島
津
余
史
衣

落
鮎
を
焼
く
腸
の
に
が
き
奥
三
河　
　
　

伊
井
寸
美
子

真
新
し
指
輪
の
光
る
盆
の
僧　
　
　
　
　

斎
藤
智
寿
子

厨
事
終
へ
て
灯
を
消
す
夜
の
秋　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

山
影
に
十
戸
の
黙
や
柿
熟
る
る　
　
　
　

立
花　

克
明

【
川
柳
　
投
稿
】

世
話
に
な
る
妻
の
肩
揉
み
感
謝
す
る　
　

原
田
祥
二
郎

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
地
図
は
持
た
な
い
気
ま
ま
旅　

原
田　

順
子

【
短
歌
　
春
扇
短
歌
会
　
筑
紫
支
社
】

黒
き
覆
ひ
取
り
し
電
灯
の
眩
し
さ
に

　
　
　
　

歓
喜
し
た
り
き
敗
戦
の
日
に　

大
塚　

富
江

英
彦
山
川
に
ダ
ン
プ
三
台
フ
ル
稼
働

　
　
　
　
　
　

水
中
陸
上
工
事
は
進
む　

五
十
嵐
田
鶴

一
人
住
む
吾
に
応
援
一
人
な
し

　
　
　
　
　

台
風
の
来
る
準
備
に
掛
る　

平
井　

朝
子

初
物
は
姉
の
育
て
し
大
西
瓜

　
　

五
キ
ロ
超
え
な
り
心
に
滋
味
湧
く　

荒
巻
ミ
サ
子

台
風
の
進
路
予
報
に
怯
へ
を
り

　
　

メ
モ
書
き
増
え
て
買
ひ
出
し
急
ぐ　

福
富　

廣
枝

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会
　
大
池
青
湖
選
】　
　
　

水
に
匂
い
風
に
匂
い
や
馬
肥
ゆ
る　
　
　

諌
山　

静
香

終
章
へ
足
す
色
さ
が
す
秋
の
蝶　
　
　
　

鈴
鹿　

雅
子

丘
に
立
つ
足
お
ぼ
つ
か
な
師
走
風　
　
　

安
永　

藻
香

名
月
は
無
学
の
ま
ま
に
眺
め
た
し　
　
　

武
田　

晴
子

粥
を
食
べ
海く

ら
げ月

の
海
に
い
る
よ
う
な　
　

池　
　

三
太

首
の
骨
ひ
と
つ
な
ら
し
て
秋
が
く
る　
　

西　
　

加
予

声
白
く
冬
の
大
河
を
渡
り
お
り　
　
　
　

大
池
み
ど
り

問 役場まちづくり課歴史文化財係（☎82-5964）歴まちコラム　　～歴史と文化のふる里探訪～

国
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
神

社
が
あ
り
、
そ
の
数
は
約

８
万
５
千
社
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
の
数
は
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
件

数
の
約
1.5
倍
。
数
字
だ
け
を
見
る

と
、
神
社
は
コ
ン
ビ
ニ
よ
り
も
身

近
な
存
在
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

町
内
に
も
多
数
の
神
社
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て

大
切
に
守
り
続
け
て
来
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
、
中
元
寺
の
諏
訪

神
社
。
境
内
に
は
、
樹
齢
が
千
年

以
上
と
考
え
ら
れ
る
ご
神
木
の
イ

チ
イ
ガ
シ
が
あ
り
、
た
び
た
び
の

台
風
や
落
雷
に
よ
り
、
幹
の
一
部

が
空
洞
化
し
て
枯
れ
て
い
る
部
分

も
見
ら
れ
ま
す
が
、
今
な
お
成
長

を
続
け
て
お
り
、
地
域
の
人
々
が

大
切
に
守
り
継
い
で
い
る
証
で
す
。

　

こ
の
イ
チ
イ
ガ
シ
は
、
昭
和
46

（
１
９
７
１
）年
６
月
15
日
に
福
岡

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
内
に
は
、
そ
の
ほ
か

に「
英
彦
山
の
ト
チ
ノ
キ
」「
英
彦

山
の
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
」「
英
彦
山
の
ぶ

っ
ぽ
う
そ
う
」
の
３
件
が
県
の
天

然
記
念
物
、「
英
彦
山
の
鬼
ス
ギ
」

「
鷹
巣
山
」の
２
件
が
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
は
筑
豊
地
域
の
な
か
で
も
最
も

多
い
指
定
件
数
で
す
。

イ
チ
イ
ガ
シ
と
は
関
東
よ
り

も
西
側
の
太
平
洋
沿
岸
、

四
国
、
九
州
な
ど
温
暖
な
地
域
に

分
布
す
る
常
緑
樹
で
す
。

５
月
頃
に
花
が
咲
き
、

10
～
11
月
頃
に
は
ド
ン

グ
リ
の
実
を
つ
け
ま
す
。

イ
チ
イ
ガ
シ
の
ド
ン
グ

リ
は
灰あ
く汁
が
少
な
く
、

縄
文
時
代
か
ら
食
用
に

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

材
質
は
堅
く
粘
り
が
あ
る
た
め
、

鍬く
わ

の
取
っ
手（
柄
）や
船
を
漕
ぐ
櫓ろ

な
ど
色
々
な
道
具
の
一
部
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
名
前
の
由

来
は
神
聖
な
木
を
意
味
す
る
「
齋

樫
」（
い
ち
か
し
）
が
な
ま
っ
た
も

の
、
よ
く
燃
え
る
木
を
意
味
す
る

最（
い
ち
）火（
び
）樫（
か
し
）か
ら

き
た
な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
。

近
年
、
諏
訪
神
社
の
イ
チ
イ

ガ
シ
は
生
育
状
態
が
悪
く

な
り
、
倒
木
の
恐
れ
が
あ
っ
た
た

め
、
地
域
の
人
々
は
ス
テ
ン
レ
ス

ワ
イ
ヤ
を
張
り
、
倒
木
の
防
止
を

図
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
に
入

り
、
大
型
台
風
な
ど
の
影
響
で
、

再
び
倒
木
の
恐
れ
が
生
じ
て
い
る

た
め
、
今
後
、
地
域
の
人
々
に
よ

り
ワ
イ
ヤ
の
張
替
え
や
土
壌
改
良

な
ど
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
の

処
置
を
行
う
予
定
で
す
。

文
／
西
山
紘
二
学
芸
員
（
ま
ち
づ

く
り
課
歴
史
文
化
財
係
）

中
元
寺
の
諏
訪
神
社
に
そ
び
え
る
福
岡
県
の
天
然
記
念
物
の

イ
チ
イ
ガ
シ
。
樹
齢
千
年
以
上
と
言
わ
れ
る
こ
の
ご
神
木
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
守
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

諏訪神社のご神木のイチイガシ

７組限定！
要事前予約

●フラワーアレンジメント教室

　クリスマスを前にかわいいフ
ラワーアレンジメントを体験し
てみませんか。お花用のはさみ
を持参してください。
〇とき　12月15日火　10時30分～
〇ところ　添田町子育て支援センター
　　　　　（落合1082番地「くるみ保育園内」）
〇参加費　1,500円
●2021年カレンダー作り

　　　　　　　　　いろいろなことがあった
　　　　　　　　2020年ももうすぐ終わり。
　　　　　　　　来年は明るい話題がたくさ
　　　　　　　　んある一年になるよう願い
を込めて、世界に一つだけオリジナルカレン
ダーを作りませんか。写真や使いたい材料を
持参してください。
〇とき　12月22日火　10時30分～
〇ところ　添田町子育て支援センター
※どちらも予約制（７組まで）
問添田町子育て支援センター
　（☎85-0888）

◎添田町子育て支援センター

フラワーアレンジメント
2021年カレンダー作り

＆フラワーアレンジメント
2021年カレンダー作り

推
定
樹
齢
千
年
以
上

諏
訪
神
社
の
イ
チ
イ
ガ
シ

　Ｅメールは①お子さんの写
真　②お子さんの氏名　③名
前の読み方　④誕生日　⑤年
齢　⑥行政区　⑦メッセージ

（50文字以内）　⑧保護者の連
絡先を送信してください。

◎３歳までのお子さん募集中
　１月生まれは12月７日月まで

koho@town.soeda.
fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係
　 （☎ 82-4000）

送信先

参加無料
クリスマスフェスタクリスマスフェスタ
◉とき　12月19日土　14時～

◉ところ　オークホール
◉内容　▷パネルシアター　▷マジックショーほか
※各小学校を通じてお便りを配布します。クリスマ
スフェスタは、申込書を児童館に提出、または保護
者からの電話で申し込んでください。幼児は必ず保
護者が同伴してください。新型コロナウイルス感染
症に影響により変更となる場合があります。
問 添田町児童館（☎ 82-3402）

お誕生日おめでとう。これから
も元気でスクスク育ってね　　

　　　　　　　　父・母より



　

20
人　

⑦
職
域
開
発
科
※
精
神
障

　

が
い
、
発
達
障
が
い
、
高
次
脳
機

　

能
障
が
い
の
あ
る
人
で
作
業
系
訓

　

練
に
支
障
の
な
い
人
対
象
／
10
人

▼
訓
練
期
間　

１
年
間
。
た
だ
し
②

　

は
２
年
間
、
⑦
は
６
か
月

▼
応
募
資
格　

身
体
障
が
い
、
精
神

　

障
が
い
、
知
的
障
が
い
、
発
達
障

　

が
い
、
高
次
脳
機
能
障
が
い
、
難

　

病
な
ど
の
あ
る
人
（
手
帳
の
有
無 

　

は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
募
集
期
間　

11
月
16
日
月
～
令
和

　

３
年
１
月
28
日
木

▼
入
校
日　

令
和
３
年
４
月
９
日
金

※
詳
し
く
は
、
福
岡
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
、
ま
た
は
お
近
く
の
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

 

（
☎
093
―
741
―
５
４
３
１
）

▼
と
き　

令
和
３
年
１
月
13
日
水

▼
と
こ
ろ　

役
場
特
１
会
議
室

▼
募
集
団
地　

朝
日
ヶ
丘
団
地
（
１

　

Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
一
人
世
帯
向
け
住
宅
）

※
一
人
世
帯
で
の
入
居

に
つ
い
て
は
条
件
（
60

歳
以
上
や
障
害
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
な
ど
）

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
役
場
住
環
境
整
備

課
住
宅
管
理
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

12
月
14
日
月
～
18
日

　

金
17
時
15
分

問 

役
場
住
環
境
整
備
課
住
宅
管
理
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
５
）

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

平
日
８
時
30
分

　

～
17
時
15
分　

　

▽
み
ん
な
の
人
権
110
番　

　
（
☎
０
５
７
０
―
003
―
110
）

　

▽
子
ど
も
の
人
権
110
番

　
（
☎
０
１
２
０
―
007
―
110
）

　

▽
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
（
☎
０
５
７
０
―
070
―
810
）

　

福
岡
県
で
は
、
誹
謗
中
傷
や
差
別

的
な
取
り
扱
い
な
ど
同
和
問
題
を
は

じ
め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
で
悩
ん
で
い
る
人
に
、
弁
護
士
が

法
律
的
な
観
点
で
助
言
を
行
う
電
話

法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
ふ
く
お
か
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

　

毎
月
第
４
金
曜
日
15
時
～
18
時

　

法
務
省
と
全

国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
、
12
月
４
日

か
ら
10
日
ま
で
の
１
週
間
を

「
第
72
回
人
権
週
間
」と
し
て
、啓
発
・

相
談
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
相
談
内
容　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
、

　

隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め

　

や
差
別
な
ど
に
、
人
権
擁
護
委
員

　

と
法
務
局
職
員
が
無
料
で
相
談
に

　

応
じ
ま
す

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

13　広報そえだ（令和２年 12 月号）

　
（
☎
092
―
724
―
２
６
４
４
）

問 

福
岡
県
福
祉
労
働
部
人
権
・
同
和

　

 

対
策
局
調
整
課

　

 

（
☎
092
―
643
―
３
３
２
５
）

▼
募
集
人
員　

①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
／

　

20
人　

②
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
／
20

　

人　

③
商
業
デ
ザ
イ
ン
科
／
20
人

　

④
Ｏ
Ａ
事
務
科
／
20
人　

⑤
流
通

　

ビ
ジ
ネ
ス
科
／
20
人（
音
声
パ
ソ
コ

　

ン
コ
ー
ス
※
視
覚
障
が
い
の
あ
る

　

人
対
象
／
５
人
）　

⑥
総
合
実
務
科

　

※
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
対
象
／

人
権

Information くらしに役立つ情報満載

町
営
住
宅
空
き
家
入
居
抽
選
会

【
定
期
募
集
】

第
72
回
人
権
週
間

人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

ふ
く
お
か
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

募
集

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

訓
練
生
募
集（
障
害
の
あ
る
人
）

◉全国で感染者が急増。引き続き対策を
　感染者が急増し、全国的に第３波が押し
よせていると認識せざるを得ない状況です。
冬場はインフルエンザの流行も懸念され、
また外気が冷たいため換気もおろそかにな
りがちです。３密を避ける、手洗い、マス
クの着用という基本的なルールに立ち帰り、
対策に協力をお願いします。
▶「人にうつさない」「人からうつされない」
「感染しているかもしれない」という意識を
　▶マスクの着用、手洗い、人との距離の確
保、３密の回避など感染症対策を　▶感染
防止対策が徹底されていない場合は参加を
控える　▶体調が悪い場合は参加を控える
　▶お店を利用する場合は、業種別ガイド
ラインに従った感染防止策を実施している
お店を選ぶ
◉熱などの症状がある場合の受診相談
▶健康相談、その他お困りごとについて
　【24時間対応】（☎092-643-3288）
※発熱などの症状がある人は、まずかかり
つけ医などの医療機関に相談してください。
　相談先に迷った場合は、田川保健所の「受
診・相談センター（旧帰国者・接触者相談
センター）」に電話してください。
▶田川保健福祉事務所
　【平日日中】（☎ 42-9379）
　【夜間・休日】（☎ 092-643-3288）

問 役場保健福祉環境課健康対策係（☎88-8111）

新型コロナウイルス感染症

感染者が急増。３密を避け、
手洗い、マスク着用の徹底を

　　　　国のガイドラインに沿って、新し
い生活様式に対応した環境整備のため、店
舗などの感染防止対策を行う事業者に対し、
必要な経費の一部を補助します。
▶対象者　町内事業者
▶支援内容　①マスクなどの衛生用品で飛
沫対策のための消耗品の購入＝上限３万円
　②空気清浄機などの備品購入＝上限15万
円　③換気扇や仕切り板の設置などの設備
等改修＝上限30万円（合計の上限30万円）
▶対象期間　令和２年４月７日～令和３年
１月31日実施分
※事前に相談をお願いします。

問 【平日９時～16時30分】補助金専用ダイヤル（☎82-5620）

申請期限は令和３年２月５日金です

添田町新型コロナウイルス
感染防止対策店舗等補助金

　教育委員会では、町内５小学校の統廃合に伴う小中学校の校舎建設に向けて協議、
作業を進めています。これまで説明会や添田町立小学校の明日を考える会などで、
学校の現状や教育の動向について説明し、参加された保護者や地域の皆さんの学校
に期待することや子どもたちに身につけて欲しい力など、学校教育に対する様々な
意見や思いを聞きました。教育委員会では、これまでの経緯から現在の進捗状況を
より広く町民の皆さんへ伝えるために、今月号から特集を組むことにしました。

小学校の統廃合に伴う小中学校の校舎建設に向けて

広報そえだ（令和２年 12 月号）　12

３月／「添田町義務教育等を考える会」
が過疎化による人口減、出生率の低下
などの状況を踏まえ、統廃合の問題に
ついて検討する必要がある旨の報告書
を町長に提出　　　

３月／英彦山小学校閉校（落合小学校
に統合）

６月／「添田町小中学校・保育園再編
検討委員会」（平成16年６月添田町長か
ら諮問）から次のような内容の答申が
なされた
▶「生きる力」を育む教育を推進するた
めには、集団生活を通して社会性を培
うことができる学校規模による教育環
境の整備を図り、大きな教育効果を上
げる努力が必要である
▶平成20年度に中学校３校から１校に
再編し、平成25年度に小学校５校を１
校に再編することが望ましい

４月／津野中学校、英彦中学校を添田
中学校に統合

３月／「添田町小学校規模適正化基本
計画検討委員会」（平成24年４月設置）
から次のような内容の提言がなされた
▶学校選択制（特認校制）の導入により、
児童数の推移を見ながら地域と統合の
方法などを含めて、協議の上、小学校
を統合する
▶各小中学校校舎の老朽化の現状も踏
まえ、小・中連携教育推進校を新規に
建設する
▶平成25年度に「校舎建設検討委員会」
を設置し議論する

平成５年

平成14年

平成18年

平成22年

平成25年

５月／総合教育会議において「そえだ
サン・スポーツランド」に小中学校を
新設した場合、社会教育施設を別途確
保することが困難であることなどの理
由から建設予定地および開校年度につ
いては白紙にすることを確認
７月／「添田町立小学校統合基本方針

（案）」を作成、地域説明会を実施（４回）
12月／以上のような説明会などで出さ
れた様々な意見を踏まえた上で、教育
委員会において「添田町立小学校統合
及び中学校校舎更新基本方針」を策定、
総合教育会議における協議を経て決定
❶小学校について
▶５校を１校に統合し、新しい学校を
設置する
▶建て替えと改修の両方を検討する
▶場所は、原則、町有地とする
❷中学校校舎について
▶建て替え、または改修による更新を
行う
▶場所は、原則、町有地とする
❸具体的な手法、場所などについて
▶具体的な手法、場所、経営方針など
は、今後策定する「基本計画（仮称）」で
定める
❹基本計画（仮称）の策定方法について
▶今後策定する「基本計画（仮称）」は、
保護者・地域の代表者などの意見を聞
いた上で策定する

３月／基本計画策定に伴い現中学校敷
地および周辺町有地での建設が可能で
あるかの事前検討
５月／添田町立小中学校更新基本計画

（案）策定に伴う支援業者を選定（㈱教
育施設研究所）
８月／保護者・地域の代表者、学校で
構成する「添田町立小中学校更新基本
計画（案）策定協議会」を開催（令和３年
１月までに全６回を予定）

令和元年

令和２年

３月／平成25年11月に設置された「校
舎建設検討委員会」からは、次のよう
な報告がなされた
▶添田中学校を早急に建て替える。そ
の際、添田小学校も中学校と同敷地に
建設できるよう中学校敷地を決定する

（公共用地を優先し、現敷地の有効活用
も視野に入れる）

　各小学校を巡回し、統合に関する保
護者説明を行う

　添田町立小学校統合基本計画（案）を
作成し、校区別の説明会を開催
▶小学校５校を１校に統合し、新たな
小学校を新設する
▶中学校も同一敷地内に建設する
▶「そえだサン・スポーツランド」に新
設する
▶平成34年４月開校を目指す

　これまでの経緯、平成29年度の校区 
別説明会で出された意見を踏まえ、フ
ァシリテーター（話し合いの促進役）を
招いて「添田町立小学校の明日を考え
る会」を各校区や町民会館で計13回開催
▶未来のために子どもたちに身につけ
て欲しい力とは
▶それを実現するための学校の役割とは
▶児童数の推移と今後の見込み、町の
概要や財政について
▶学校を核とした地域活性化の事例

（廃校活用を含め）について
▶出された意見を次の４つに集約し、
メリット、デメリット等について協議
❶４校を統合し、小規模校を１校残す
❷５校を統合し、分校を設置する
❸５校を１校に統合する
❹統合はせず５校のままで改革していく

平成26年

平成28年

平成29年

平成30年

※次回は、これまでの論議の中から疑問点や現在の状況に至った経緯
などについて説明する予定です。

問 教育委員会学校教育課（☎82-5963）



　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
は
じ
め
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
・
改
善
に
着
目
し
た
健
康

診
査
で
、
毎
年
受
診
す
る
こ
と
で
、

健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

実
施
期
間
中

は
お
近
く
の
医

療
機
関
で
受
診
す
る

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
ス
ト
ー
ブ
の

　

近
く
で
使
わ
な
い
、
置
か
な
い　

　

⑤
火
が
つ
い
た
ま
ま
ス
ト
ー
ブ
を

　

移
動
さ
せ
な
い　

⑥
決
め
ら
れ
た

　

燃
料
以
外
は
使
用
し
な
い

問 

田
川
地
区
消
防
本
部

　

 

（
☎
44
―
０
６
５
０
）

　

林
退
共
は
、
林
業
界
で
働
く
人
の

た
め
に
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で

す
。
事
業
主
が
、
従
事
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証

紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
従
事

者
が
林
業
界
を
や
め
た
と
き
に
林
退

共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
林
業
界
全
体
の
退
職
金
制
度

で
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
支
部

ま
た
は
本
部
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

12
月
に
入
り
、
空
気
が
乾
燥
し
、

寒
い
日
が
多
く
な
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
季
節
は
寒
さ
が
厳
し
く

な
る
た
め
各
家
庭
で
暖
房
機
器
を
使

用
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
お
出
か

け
前
、
お
や
す
み
前
は
も
う
一
度
、

火
の
元
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
も
し
も
の
と
き
に
備
え
て
消
火

器
の
準
備
や
住
宅
用
火
災
報
知
器
な

ど
の
設
置
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
火
事
に
注
意　

　

①
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や
す

　

い
物
を
置
か
な
い　

②
そ
の
場
を

　

離
れ
る
と
き
や
寝
る
と
き
は
ス
ト

　

ー
ブ
を
消
す　

③
給
油
す
る
と
き

　

は
火
を
消
す　

④
ス
プ
レ
ー
缶
や

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
な

ど
で
お
困
り
の
方
は
、
法
務
局
や
市

町
村
の
戸
籍
担
当
窓
口
、
福
岡
県
弁

護
士
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
方
を
ご

存
知
の
方
も
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
。

▼
相
談
窓
口　

▽
福
岡
法
務
局
戸
籍

　

課
／
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
☎
092
―
721
―
９
３
３
４
）　

▽
福

　

岡
県
弁
護
士
会
子
ど
も
の
人
権
110

　

番
／
土
曜
12
時
30
分
～
15
時
30
分

　
（
☎
092
―
752
―
１
３
３
１
）　

問 

福
岡
法
務
局
戸
籍
課

　

 

（
☎
092
―
721
―
９
３
３
４
）

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
事
前
に
病

院
に
連
絡
し
、
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
に
は
、
受
診
券
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。

▼
実
施
期
間　

12
月
１
日
火
～
令
和

　

３
年
１
月
31
日
日

▼
対
象
者　

国
民
健
康
保
険
に
加
入

　

し
て
い
る
40
歳
～
74
歳
で
、
今
年

　

度
中
に
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い

　

な
い
人
／
料
金
500
円

※
今
年
度
か
ら
受
診
券
が
、
は
が
き

タ
イ
プ
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

無
く
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
住
民
課
保
険
年
金
係

　

 

（
☎
82
―
５
９
６
６
）

　

女
性
支
援
と
が
ん
検
診
の
推
進
の

た
め
、
対
象
者
に
子
宮
頸け

い

が
ん
と
乳

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発

送
し
て
い
ま
す
。

▼
有
効
期
限　

令
和
３
年
３
月
31
日

▼
対
象
者　

▽
子
宮
頸
が
ん
検
診
＝

　

平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成
12
年

　

４
月
１
日　

▽
乳
が
ん
検
診
＝
昭

　

和
54
年
４
月
２
日
～
昭
和
55
年
４

　

月
１
日

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係（
☎
88
―
８
１
１
１
）

　

今
年
度
か
ら
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
利
用
す
る
世
帯
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
保
護
者
負
担
金
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

①
生
活
保
護
を
受
け
て

　

い
る
世
帯　

②
市
町
村
民
税
が
非

　

課
税
の
世
帯

※
町
税
な
ど
に
滞
納
が
あ
る
場
合
は

対
象
外
で
す
。

▼
補
助
額　

①
全
額
補
助　

②
半
額

　

補
助

※
お
や
つ
代
除
く
。
補
助
額
は
各
放

Information くらしに役立つ情報満載
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課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
料
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

▼
申
請
方
法

　

申
請
書
に

　

必
要
書
類

　

を
添
付
し
、　

　

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
子

　

育
て
・
障
が
い
者
支
援
係
に
提
出

▼
申
請
期
限　

前
期
分
（
４
月
～
９

　

月
分
）は
12
月
28
日
月

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
子
育
て
・ 

　

 

障
が
い
者
支
援
係

　

 （
☎
82
―
1
2
3
２
）

お
知
ら
せ

問 

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

　

 

済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
（
☎
03
―
６
７
３
１
―
２
８
８
９
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
（
敬
称
略
）
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国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
、

保
健
指
導
の
個
別
健
診

火
事
が
発
生
し
な
い
よ
う
に

火
の
元
の
点
検
を

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

保
護
者
負
担
金
補
助
事
業

－年末・年始－

業務と休み

 役場・各関係機関
 代表（☎ 82-1231）  閉庁日／12月29日㈫～１月３日㈰

 図書館（☎82-4800）  休館日／12月28日㈪～１月４日㈪

 児童館（☎82-3402）  休館日／12月27日㈰～１月４日㈪

 そえだジョイ
 （☎ 82-5600）

 休館日／12月28日㈪～31日㈭
 １月１日㈷～３日㈰の受付は
 子供室10時～ 16 時、入浴施設13時～16時
 事務局／ 12 月 29日㈫～１月３日㈰は休業

 歓遊舎ひこさん
 （☎ 47-7039）

 休館日／12月31日㈭～１月２日㈯
１月３日㈰の営業は10時～16時

 ひこさんホテル和
 （☎ 85-0121）  通常通り営業（立寄り湯11時～16時）

 クアハウスハピネス
 （☎ 82-5061）

 休館日／12月29日㈫～１月３日㈰
 12月28日㈪は９時30分～17時

 町バス・まちいこカー
 （役場施策推進係
　／☎ 82-1236）

 町バス運休日／12月29日㈫・30日㈬
 ※12月31日㈭～１月３日㈰は土日・祝日
　 の時刻表で臨時運行。「神宮下」には停
　 まりません。
 まちいこカー運休日／12月29日㈫～１月３日㈰

 ごみ収集
 （役場環境保全係
  ／☎ 82-1232）

 【燃えるごみ収集日程】
 月・木収集地区12月28日㈪まで（年始４日㈪～）
 火・金収集地区12月29日㈫まで（年始５日㈫～）
 ※不燃、粗大、資源ごみの収集と個人で
　 の持ち込みは12月28日㈪まで。
 　年始は１月４日㈪から。

 し尿くみ取り

 年末し尿くみ取り申込締切12月21日㈪
 年始し尿くみ取り申込開始１月６日㈬ 
 問 ㈲桑野衛生（☎82-2288）
　  ㈲添田環境サービス（☎82-0450）
　  松村産業㈱（☎32-3182）

 水道当番

 12月29日㈫／㈱森下組（☎82-0174）

 12月30日㈬／㈲畠田建設（☎82-5857）

 12月31日㈭／㈲筑添建設（☎82-4661）

 １月１日㈷／㈲毛利管工（☎82-1023）

 １月２日㈯／安藤水工（☎85-0527）

 １月３日㈰／㈲筑添建設（☎82-4661）

 田川地区斎場
 （☎ 42-8002）  定休日／１月１日㈷　

 田川地区急患
 センター
 （☎ 45-7199）
 ※保険証を忘れずに。

 診療日／12月30日㈬～１月３日㈰
 受付時間／【内科・小児科】９時～11時30  
 分、13時～16時30分、18時～22時30分
 【外科】９時～11時30分、13時～16時30分

 犬の捕獲
 飼い犬・飼い猫の
 引き取り

 野犬などの捕獲／12月16日㈬まで
 ※年始は１月４日㈪からです。
 飼い犬などの引き取り／12月23日㈬まで
 ※年始は１月４日㈪からです。
 問 福岡県田川保健福祉事務所
　  （☎42-9309）

※新型コロナウイルス感染症などの影響で変更となる場合があります。

役場や各機関の年末年始の業務
と休みは次のとおりです。お間
違えのないようにお願いします。

成人式 令和２年度

添田町

◉懐かしい友と大人の再会

▼
香
典
返
し　

▽　

楠
木
芳
弘
（
桝

　

田
）
▽　

宮
㟢
久
枝
（
桝
田
）
▽

　
　

御
所
園
彰
（
庄
中
）

○
錦
風
荘
へ

▼
慰
問　

▽
伊
藤
麗
子
（
添
田
中
）

　

▽
田
代
律
子
（
田
川
市
）

 　
　
　
（
令
和
２
年
11
月
14
日
現
在
）

女
性
特
有
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン

有
効
期
限
は
３
月
31
日
水
ま
で

無
戸
籍
で
お
困
り
の
人
は

相
談
窓
口
に
連
絡
く
だ
さ
い

申請期限は
12月28日月

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）

故

故

故

●人　口　9,389 人（ー18人）
●男　性　4,438 人（ー８人）
●女　性　4,951 人（ー10人）
●世帯数　4,638 世帯（ー４世帯）

人の動き 10月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　12月15日火、令和３年１月５日火
●補聴器相談（役場ロビー／ 15時～）
　12月11日金、令和３年１月８日金
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　12月８日火、令和３年１月12日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎ 050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　12月８日火（10時～）、12月24日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎ 42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所／予約制）
　12月２日水、令和３年１月６日水
　（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増進
　 課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

警察署からのお知らせ
●年末年始の特別警戒
　人やお金の動きが活発になる年末年始は、金融
機関やコンビニエンスストアなどを狙った強盗事
件やそこを舞台とするニセ電話詐欺、繁華街・歓
楽街などでの粗暴犯や性犯罪、人が多く集まる場
所での犯罪や事故の発生が懸念されます。このよ
うな事件・事故に対応するため、警察では年末年
始に特別警戒活動を実施します。
▷年末年始の特別警戒活動：12月１日～令和３年
　１月３日

問 田川警察署（☎ 42-0110）

10月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 ６（－６） 108

　人身事故 ０（－３） 12

　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ０（－５） 17

●出生　１ 人
●死亡　18 人
●転入　16 人
●転出　17 人

納期限のお知らせ
●令和３年１月４日月が納期限です
　▷町県民税（４期）
　▷国民健康保険税（６期）
　▷後期高齢者医療保険料（６期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎ 82-1234）

◉新型コロナウイルス感染症の影響により、広報
そえだの掲載内容が変更となる場合があります。
ご理解とご協力をよろしくお願いします。

◉とき　1月 10 日 日◉とき　1月 10 日 日
　13時30分開式（受付13時～）
◉会場　オークホール
◉対象者　平成12年４月２日～平成
　13年４月１日に生まれた人
※該当者には案内通知を送付します。
※新型コロナウイルス感染症の影響
で変更となる場合があります。詳し
くは町ホームページで確認ください。
問 役場総務課総務係（☎82-1231）



◇
印

刷
／

丸
五

印
刷

株
式

会
社

※
広

報
そ

え
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再

生
紙

を
使

用
し

て
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ま
す

12
2020

令
和
２
年
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月
号
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／
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編
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／
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今
年
は
コ
ロ
ナ
で
大
変
で
し
た
。

皆
様
に
は
大
変
ご
不
自
由
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
社

会
は
続
き
ま
す
。
新
し
い
社
会
生

活
で
の
暮
ら
し
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
花
粉

症
時
期
に
付
け
て
い
た
マ
ス
ク
は
い
ま
や
毎
日
の
予
防
品

と
な
り
ま
し
た
。
人
の
動
き
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

ち
づ
く
り
、
活
性
化
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
▼
日
田
彦
山

線
の
復
旧
を
チ
ャ
ン
ス
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
挑

戦
で
す
。
関
係
人
口
・
交
流
人
口
増
で
、
地
域
を
活
性
化
、

雇
用
増
も
図
る
。
身
の
回
り
が
便
利
に
な
る
。
環
境
が
さ

ら
に
良
く
な
る
。
そ
れ
を
見
て
定
住
を
考
え
る
。
サ
イ
ク

ル
が
う
ま
く
機
能
す
る
。
そ
ん
な
整
備
の
始
ま
り
、
タ
イ

ミ
ン
グ
で
す
。
復
旧
が
無
け
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
が
無
け
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
で
流
れ
て
い
ま
す
。
今
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
高

規
格
道
路
の
整
備
も
田
川
市
郡
で
要
望
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
都
市
へ
の
移
動
も
近
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
日

田
彦
山
線
の
復
旧
で
住
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
は
基
よ
り
、

関
係
人
口
・
交
流
人
口
を
増
や
す
施
策
を
計
画
し
ま
す
。

▼
11
月
号
で
も
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
福
岡
県
と
の
協
議

会
で
次
の
よ
う
な
基
本
的
考
え
を
示
し
ま
し
た
。
今
後
、

関
係
機
関
と
も
協
議
し
具
体
的
計
画
と
し
て
、
実
施
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
❶
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
駅
の
再
整
備
で

す
。
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
駅
に
は
隣
接
す
る
、
現
有
施
設
の

地
元
新
鮮
野
菜
や
特
産
品
を
揃
え
た
道
の
駅
、
子
ど
も
達

の
遊
具
の
あ
る
こ
ど
も
わ
く
わ
く
パ
ー
ク
や
温
水
付
き
健

康
福
祉
施
設
ク
ア
ハ
ウ
ス
、
果
樹
園
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
化
を
図
り
ま
す
。
森
を
生
か
し
た
自
然

共
生
型
の
設
備
が
で
き
な
い
か
、
民
間
事
業
者
の
意
向
調

査
、直
接
対
話
の
手
法（
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
）で
、

地
域
諸
条
件
の
整
理
を
行
い
、
子
ど
も
か
ら
大
人
、
高
齢

者
、
家
族
連
れ
で
楽
し
め
る
総
合
集
客
ゾ
ー
ン
と
し
て
整

備
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
❷
彦
山
駅
を
交

通
の
ハ
ブ
と
し
て
再
整
備
で
す
。
彦
山
駅
を
英
彦
山
観
光

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、駅
前
広
場
の
整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。

駅
舎
に
は
、
後
世
代
に
歴
史
を
繋
ぐ
た
め
、
二
又
ト
ン
ネ

ル
爆
発
事
故
の
記
念
館
を
設
置
。
観
光
バ
ス
等
の
駐
車
場

を
整
備
し
、
交
通
の
ハ
ブ
駅
と
し
て
機
能
さ
せ
、
小
石
原
・

日
田
方
面
、
豊
前
坊
・
耶
馬
渓
方
面
へ
の
観
光
バ
ス
等
の

発
着
、
駅
前
広
場
は
英
彦
山
・
小
石
原
物
産
市
な
ど
観
光

イ
ベ
ン
ト
等
が
出
来
る
よ
う
再
整
備
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

地
域
振
興
策
と
し
て
は
、
英
彦
山
神
宮
・
銅
鳥
居
、
東
峰

村
小
石
原
地
区
と
連
動
し
た
観
光
バ
ス
の
運
行
や
キ
ャ
ン

プ
・
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
英
彦
山
回
遊
ル
ー
ト
と
し
て
、
英
彦
山

の
国
有
林
野
内
の
大
南
林
道
・
深
倉
林
道
の
整
備
、
こ
れ

は
国
の
福
岡
森
林
管
理
署
に
、
現
在
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
以
降
改
良
工
事
を
行
う
と
の
回
答
を
得
て
い

ま
す
。
❸
Ｂ
Ｒ
Ｔ
と
の
結
節
駅
、
添
田
駅
前
で
す
。
添
田

駅
の
駅
舎
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
顔
と
な
る
駅
で
す
。
現
在
ホ
ー

ム
か
ら
100
ｍ
離
れ
て
不
便
な
駅
舎
を
ホ
ー
ム
寄
り
に
新
築

す
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
や
駐

車
場
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
送
迎
自
家
用
車
や
西
鉄
バ
ス

の
乗
り
入
れ
等
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
機
能
を
有
す
る
駅

と
し
て
の
整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。
❹
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
走
ら
な
い

鉄
道
敷
地
跡
地
の
活
用
で
す
。
町
と
し
て
は
、
地
域
振
興
、

観
光
振
興
の
観
点
か
ら
、
レ
ー
ル
バ
イ
ク
や
ト
ロ
ッ
コ
列
車

の
運
行
を
検
討
し
て
ま
す
。
実
現
の
方
向
性
を
判
断
す
る

に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
実
証
実
験
等
に
取
り
組
む
な
ど
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
豊
前
桝
田
駅
は
、
こ

れ
ま
で
の
駅
舎
利
用
に
加
え
地
域
住
民
が
集
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
等
の
機
能
を
持
た
せ
た
駅
舎
と
し
て
再
整
備
を
Ｊ

Ｒ
九
州
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
❺
交
通
拠
点
を
繋
ぐ
グ

リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
で
す
。
地
域
活
性
化
、

Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
利
用
促
進
の
た
め
二
次
交
通
の
整
備
を
行
い
ま

す
。
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
駅
舎
、
停
留
所
と
離
れ
た
集
落
を
結
ぶ
交

通
と
し
て
、現
在
タ
ク
シ
ー
助
成
、デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
行
っ

て
い
ま
す
が
、
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
新
た
な
地

域
交
通
や
観
光
に
活
か
せ
な
い
か
、
実
証
実
験
を
11
月
に

英
彦
山
地
区
、
深
倉
集
落
で
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を

踏
ま
え
て
導
入
の
可
否
の
検
証
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
良
い
お
年
を
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

　高速バス輸送システム（ＢＲＴ）による復
旧が決まったＪＲ日田彦山線を武田良太総務
大臣が視察しました。11 月 22 日、役場庁舎
で武田総務大臣と小川洋福岡県知事、寺西明
男添田町長、渋谷博昭東峰村長、ＪＲ九州の
青柳俊彦社長が会談。その後、ＢＲＴの結節
駅となる添田駅や専用道の発着駅となる彦山
駅などを視察しました。日田彦山線は、平成

29 年の九州北部豪雨で被災し、令和５年まで
の復旧に向けて県と協議会を立ち上げ、地域
振興策を検討しています。武田総務大臣は「九
州では初めてとなるＢＲＴ事業なので注目を
集める。他の地域の方々がこの町に来ていた
だいて、楽しんでいただく。地方回帰の推進
のきっかけとなるよう、あらゆるメニューを
駆使し、支援していきたい」と語っていました。

◉武田総務大臣が日田彦山線を視察

地
域
に
来
て
、
楽
し
ん
で
も
ら
う
、

地
方
回
帰
の
促
進
の
き
っ
か
け
と

な
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
」
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